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　栄村自然学校のサマーキャンプが7月16日
（土）～7月18日（月）の３日間、のよさの里キャ
ンプ場で行われ、そのうちの1泊2日を横浜
栄区の子どもたちと過ごしました。村内中学
生・高校生リーダーで盛り上げたキャンプファ
イヤーや川遊び、野外炊事等充実した交流会
ができました。

主な内容
■熊本支援について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P2
■特命対策課設立について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P3
■電気柵について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P6
■栄村駅伝大会について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P7
■職員給与体制について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P8-9
■苗場山麓ジオパーク•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P10
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村
で
は
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
災
を
受
け
た
嘉
島
町
へ

2
名
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

派
遣
の
期
間
は
、
7
月
14
～
30
日
ま
で
の
17
日
間
で
す
。

　

嘉
島
町
は
栄
村
と
同
じ
く
最
大
震
度
6
強
を
記
録
し
、
今
も
ま

だ
2
9
8
名
の
方
が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
被
災
地
で
は
罹
災
証
明
書
の
発
行
と
、
そ
れ
に
伴
う
家
屋

被
害
認
定
調
査
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

被
災
さ
れ
た
住
宅
の
「
全
壊
」「
半
壊
」「
一
部
破
損
」
な
ど
の
調

査
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
栄
村
か
ら
熊
本
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、
5

月
に
熊
本
県
へ
義
援
金
1
0
0
万
円
と
、
長
野
県
町
村
会
を
通
じ

て
義
援
金
25
万
円
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栄
村
社
会
福
祉

協
議
会
で
も
義
援
金
を
募
り
、
第
1
回
目
と
し
て
5
月
10
日
付
け

で
３
７
０
，１
６
５

円
を
日
本
赤
十
字

社
長
野
県
支
部
を

通
じ
て
送
金
し
ま

し
た
。

　

義
援
金
は
平
成

29
年
3
月
31
日
ま

で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
義
援
箱
に
つ

い
て
は
、
役
場
・
秋

山
支
所
・
復
興
祈

念
館
「
絆
」
そ
れ

ぞ
れ
の
窓
口
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

現象の種類 説　　　明 発表基準（栄村の場合）

大
　
雨

注意報 大雨による災害が発生する恐れがあると予
想される場合に発表 1時間降水量　40㎜

☆警　報 大雨による重大な災害が発生する恐れがあ
ると予想される場合に発表 1時間降水量　70㎜

☆記録的短時間
大雨情報

大雨警報発表時に、現在の降雨がその地域
にとって災害の発生につながるような、ま
れにしか観測できない雨量であることを知
らせるために発表

1時間降水量　100㎜

☆特別警報
台風や集中豪雨により数十年に一度の大雨、
または数十年に一度の強度の台風や同程度
の温帯低気圧による大雨が予想される場合
に発表

48時間降水量 281㎜
3時間降水量　101㎜

洪
　
水

注意報
大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、
災害が発生する恐れがあると予想される場
合に発表

1時間降水量　40㎜

☆警　報
大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、
重大な災害が発生する恐れがあると予想さ
れる場合に発表

1時間降水量　70㎜

☆土砂災害警戒情報 大雨警報発令中に、大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時に、
長野県と長野地方気象台が共同で発表する情報

▲支援にあたる左から山田健太さん、月岡敏美さん

大雨・洪水にかかわる注意報・警報の発表基準

【問合せ先】栄村役場　総務課　情報防災係　☎0269-87-3112

※特別警報の発表基準は平成27年6月24日現在の数値
※☆印の警報・情報が栄村に発表された際には、自動的に告知放送スピーカーから放送されます。

被
災
地
熊
本
へ
支
援
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7
月
1
日
の
行

政
組
織
の
改
正
に

よ
り
新
た
に
特
命

対
策
課
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

当
課
で
は
、「
定
住
及
び
人
口
対
策
、

雇
用
対
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
空

き
家
対
策
」
等
を
補
助
金
と
絡
め
な
が
ら
、

専
門
に
研
究
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
財
政
係
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
村
全
体
の
事
業
と
補
助
金
の

研
究
も
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
特
命
対
策

課
は
役
場

庁
舎
の
村

長
室
横
の

前
応
接
合

議
室
に
あ

り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
1

　

村
で
は
、「
震
災
復
興
計
画
」
が
平
成

28
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
新
た

な
総
合
振
興
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
か

ら
村
づ
く
り
へ
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

栄
村
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
あ
な
た

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

提
案
方
法
に
つ
い
て
は
、
6
月
に
全

戸
配
布
し
ま
し
た
、「
栄
村
総
合
振
興
計

画
へ
の
提
案
」
用
紙
に
記
入
す
る
か
、

メ
ー
ル
に
て
提
案
で
き
ま
す
。

◆
提
出
期
限

　

平
成
28
年
8
月
31
日
（
水
）

◆
提
案
事
項

・
産
業
振
興
・
保
健
福
祉
・
教
育
文
化
・

生
活
基
盤
・
集
落
支
援
と
行
政

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
2

　

FAX
0
2
6
9
-8
7
-3
0
8
3

　

E-m
ail

：Kikaku_zaisei@
vill.

　
　
　
　
　

sakae.nagano.jp

　

村
は
今
年
、
村
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の

創
意
工
夫
に
よ
り
企
画
・
実
行
す
る
事

業
を
60
周
年
記
念
共
催
事
業
と
し
て
採

択
し
、
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

◆
応
募
方
法

・
H
P
も
し
く
は
役
場
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
「
事
業
採
択
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入

◆
応
募
資
格

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
団
体
、

又
は
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

任
意
団
体

◆
対
象
事
業

・
事
業
効
果
が
広
く
村
民
に
及
ぶ
と
認

め
ら
れ
る
事
業
で
、
産
業
振
興
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
健
康
の
増
進

な
ど
地
域
の
活
性
化
と
な
る
事
業

◆
補
助
金

・
事
業
費
の
10
分
の
6
以
内

・
補
助
限
度
額　

10
万
円

◆
申
込
期
限

　

平
成
28
年
8
月
22
日
（
月
）

◆
そ
の
他

・
補
助
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
補
助

特
命
対
策
課

　
　 

設
立
し
ま
し
た

栄
村
総
合
振
興
計
画

提
案
募
集
中

村
制
施
行
60
周
年
記
念

共
催
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

金
交
付
申
請
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
既
に
実
施
中
の
事
業
は
対
象
外
で
す

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
2

　

何
か
と
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
に
な
り
、

こ
こ
ろ
の
病
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
や
周
り
の
人
は
大
丈
夫

で
す
か
？
専
門
医
が
あ
な
た
の
相
談
に

乗
り
ま
す
。

　

ま
た
、
物
忘
れ
が
心
配
な
方
は
い
ま

せ
ん
か
？
初
期
診
断
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

平
成
28
年
8
月
18
日
（
木
）
14
時
～

◆
場　

所

　

高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

◆
相
談
員

　

佐
藤
病
院　

高
橋　

智
子
医
師

※
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
8
月
12

日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

健
康
増
進
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
0
2
0

心
と
か
ら
だ
の
健
康

　 

相
談
会
の
ご
案
内
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消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
臨
時
的
な
給
付
措
置

と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
、

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

給
付
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
へ
は
、
9
月
中
旬
頃
、
役
場
か
ら
申

請
書
等
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
次
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

・
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
、
栄
村

に
住
民
票
が
あ
る
方
で
平
成
28
年
度

分
の
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方
。

　

た
だ
し
、
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
対
象
外
。

◆
支
給
額

・
一
人
に
つ
き
3
，0
0
0
円

　
（
1
回
限
り
）

・
次
の
支
給
要
件
（
※
）
に
該
当
す
る

方
に
は
、
一
人
３
０
，0
0
0
円
の
加

算
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

1
回
目
や
2
回
目
の
み
の
参
加
も
で
き

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
第
1
回
》

日
時
：
平
成
28
年
9
月
3
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

テ
ー
マ
：
こ
こ
ろ
の
病
と
お
薬

講
師
：
北
信
総
合
病
院

　
　
　

精
神
科
医
長 

中
澤
美
里 

氏

《
第
2
回
》

日
時
：
平
成
28
年
10
月
29
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

テ
ー
マ
：
家
族
の
対
応
・
接
し
方
の

　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト

講
師
：
長
野
松
代
総
合
病
院

　
　
　

心
療
内
科
部
長 

福
家
知
則 

氏

《
第
3
回
》

日
時
：
平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

テ
ー
マ
：
当
事
者
・
ご
家
族
の
体
験
談

　
　
　
　
交
流
会

◆
会
場
：
北
信
総
合
病
院

　
　
　
　

外
来
棟
3
階　

会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　

北
信
圏
域
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
９
-２
３
-３
５
２
５

　

栄
村
役
場　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
０
２
０

平
成
28
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

北
信
広
域
連
合
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

向
け
）
の
支
給
要
件

・
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
5
月

分
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
に
実
施
し
た
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高

齢
者
向
け
）
の
受
給
者
は
除
き
ま
す
。

《
給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

給
付
金
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
メ
ー

ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
職
員
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な

ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
、

訪
問
が
あ
れ
ば
役
場
ま
た
は
駐
在
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
-8
7
-3
1
1
4

　

北
信
地
域
障
が
い
福
祉
自
立
支
援
協

議
会
精
神
地
域
移
行
・
定
着
部
会
で
は
、

心
の
病
を
抱
え
る
当
事
者
を
身
近
で
支

え
て
い
る
ご
家
族
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

3
回
シ
リ
ー
ズ
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、
平
成
29
年
4
月
1

日
付
け
の
職
員
と
し
て
高
校
卒
業
程
度

で
介
護
員
等
の
職
員
を
若
干
名
募
集
し

ま
す
。

《
受
験
対
象
者
》

◆
年　

齢

　

昭
和
56
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
の
者

◆
住　

所

　

採
用
後
北
信
広
域
連
合
組
織
市
町
村

に
居
住
し
、
住
民
登
録
す
る
者

《
試
験
日
》

◆
1
次
試
験
：
9
月
18
日
（
日
）

◆
2
次
試
験
：
11
月
上
旬
予
定

《
申
込
方
法
》

　

北
信
広
域
連
合
、
組
織
市
町
村
の
役

所
・
役
場
等
ま
た
は
、
北
信
広
域
連
合

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

《
受
付
期
間
》

　

平
成
28
年
7
月
11
日
（
月
）
～

　

平
成
28
年
8
月
19
日
（
金
）
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　

北
信
広
域
連
合
事
務
局　

総
務
係

　

☎
０
２
６
９
-３
８
-５
０
５
０

精
神
保
健
家
族

    

研
修
会
の
ご
案
内
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長
野
県
で
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
者

統
一
募
集
を
、
県
下
一
斉
に
年
2
回
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
第
1
回
目
の
統
一
募
集
を
実

施
し
ま
す
。

《
募
集
団
地
》

　

飯
山
市
：
県
町
団
地

《
募
集
期
間
》

　

平
成
28
年
8
月
22
日
（
月
）
～

　

平
成
28
年
8
月
31
日
（
水
）
ま
で

《
申
込
受
付
場
所
》

　

長
野
県
北
信
建
設
事
務
所
建
築
課

《
申
込
条
件
》

①
現
在
、
県
内
在
住
又
は
県
内
に
勤
務

地
の
あ
る
方

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

④
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方

※
2
D
K
以
下
の
部
屋
は
単
身
で
も
入

居
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
（
世
帯
月
収
）

が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る

【
問
合
せ
先
】

　

北
信
地
方
事
務
所　

建
築
課

　

☎
０
２
６
９
-２
３
-０
２
２
０

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
8
月
3

日
司
法
書
士
の
日
を
記
念
し
て
、
左
記

の
と
お
り
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

に
お
い
て
、
無
料
の
相
続
登
記
特
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

《
日　

時
》

　

平
成
28
年
8
月
1
日
（
月
）
～

　

平
成
28
年
8
月
5
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

《
相
談
場
所
》

　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

《
相
談
料
》

　

無
料

《
予　

約
》

　

相
談
す
る
司
法
書
士
事
務
所
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

《
相
談
例
》

・
登
記
名
義
人
が
先
々
代
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。

・
妻
（
夫
に
）
全
財
産
を
相
続
さ
せ
た

い
が
、
ど
う
す
れ
ば
…

・
遺
言
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
６
-２
３
２
-７
４
９
２

　

長
野
調
停
協
会
で
は
、
最
高
裁
判
所

委
託
事
業
と
し
ま
し
て
、
長
野
地
方
・

家
庭
裁
判
所
後
援
の
も
と
、
左
記
の
と

お
り
「
無
料
調
停
相
談
会
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
「
無
料
調
停
相
談
会
」
の
目
的
は
、

民
事
及
び
家
事
の
紛
争
の
解
決
手
段
の

一
つ
で
あ
る
裁
判
所
の
調
停
制
度
の
利

用
に
関
す
る
相
談
を
広
く
国
民
か
ら
受

け
る
と
と
も
に
、
調
停
制
度
の
普
及
宣

伝
を
図
る
こ
と
で
す
。

◆
日　

時

　

平
成
28
年
9
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
ま
で

◆
会　

場

　

も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座

◆
内　

容

・
社
会
一
般
の
ト
ラ
ブ
ル

　
（
金
銭
・
交
通
事
故
・
土
地
建
物
等
）

・
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル

　
（
夫
婦
関
係
・
遺
産
相
続
等
）

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
調
停
協
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
-2
3
2
-4
9
9
1

　
　
（
内
線
8
4
5
）

　

県
で
は
、
統
計
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
や
統
計
グ
ラ
フ
の
作
り
方
を
学

ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
28

年
度
か
ら
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
県
内
の

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の

方
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
夏

休
み
を
利
用
し
て
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

《
募
集
締
切
》

　

平
成
28
年
8
月
25
日
（
木
）

《
提
出
先
》

　

各
市
町
村
統
計
担
当
課
又
は
地
方
事

務
所
地
域
政
策
課

※
小
・
中
学
生
は
学
校
か
ら
提
出

《
表
彰
等
》

　

入
賞
作
品
に
は
表
彰
状
及
び
副
賞
を

贈
呈
し
ま
す
。（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

あ
り
）

【
問
合
せ
先
】

　

県
企
画
振
興
部　

情
報
政
策
課

　

統
計
室　

統
計
第
一
係

　

☎
０
２
６
-２
３
５
-７
０
７
０

県
営
住
宅
入
居
者

　
　 

募
集
の
ご
案
内

8
月
3
日
は

  

司
法
書
士
の
日
で
す

無
料
調
停
相
談
会
を

実
施
し
ま
す

第
64
回
長
野
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て
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【問合せ先】産業建設課　産業振興係　☎0269‐87‐3113

　電気柵は農作物を有害鳥獣から守るのに大変有効です。村では、電気柵を設置した農業者に
費用の一部を補助します。
◇対 象 者　　村内に住所を有する農業者
◇補 助 率　　購入費用の1/2以内（限度額3万円）
◇申請方法と補助金支払いまでの流れ
　1　電気柵を購入する前に役場へ①申請書②電気柵のカタログ③見積書を提出する。
　2　電気柵を購入・設置後に役場へ①実績報告書②設置場所の写真③領収書の写しを提出する。
　3　役場による現地確認
　4　補助金の支払い

　電気柵は比較的安価で設置も容易ですが、設置方法や使用方法を誤ると重大な事故を引き起
こす危険性があります。電気柵を使用する際は、以下の正しい方法で使用してください。

①製品の取扱説明書を熟読し、性質や性能をよく理解したうえで設置する。
②電気柵に適度な電気が流れるような電源装置を使用する。なお、商用電源（家

庭用コンセントなど）から直接通電することは非常に危険なので、絶対にしない。
③周囲の人がわかりやすい位置に、見やすい文字で危険表示を行う。
④通電中の電気柵の電線には触れない。特にペースメーカーを使用している方

や子供は注意が必要です。
⑤劣化や故障、異常がないかこまめに点検する。電気柵の線に雑草が接触しな

いように除草剤を散布するか、手刈りをしてください。

▲7月20日（水）小赤沢地区において10名ほどが地区内の畑で電気柵メーカー担当者から適正
な設置について説明を受けました。
　設置の仕方で電気の流れる量も変わる（漏電を防ぐ）事や、アースは適正に畑にまっすぐ打ち
込む事、サル被害を防ぐことができれば他の動物の被害は防げる、など様々な説明を受けました。
　設置について説明をご希望される方は下記の問合せ先までご一報ください。

電気柵の購入補助について
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▲平滝区除草剤散布機

▲緊迫した試合展開を見つめる選手の皆さん

▲スタートの様子（北野）

　
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て

実
施
し
て
い
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

平
滝
区
で
は
除
草
剤
散
布
機
等
を
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
と
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
6
日
（
水
）
横
倉
農
村
広
場
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
で
第
37
回
栄
村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
猛

暑
の
中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、

村
内
か
ら
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
大
会

は
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
接
戦
を
制

し
た
選
抜
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

◆
結
果

1
位　

志
久
見
・
月
岡
・
白
鳥
選
抜

2
位　

北
野

3
位　

月
岡
B

　

7
月
3
日
（
日
）
第
10
回
栄
村
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
野
か
ら

横
倉
農
村
広
場
ま
で
の
6
区
間
12
・
3

㎞
を
今
年
も
村
内
か
ら
12
チ
ー
ム
、
姉

妹
都
市
武
蔵
村
山
市
か
ら
4
チ
ー
ム
、

飯
山
市
か
ら
3
チ
ー
ム
の
計
19
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
タ
ス
キ
を
ゴ
ー

ル
ま
で
繋
ぎ
ま
し
た
。

◆
総
合
の
部

1
位　

駅
伝
フ
ァ
イ
タ
ー　

41
分
06
秒

2
位　

祝
！
設
立
60
周
年
森
林
組
合

	

44
分
47
秒

3
位　

あ
お
く
ら　
　
　

	

46
分
55
秒

4
位　

栄
ド
リ
ー
ム
ス　

	

49
分
13
秒

5
位　

森　
　
　
　
　
　

	

49
分
47
秒

6
位　
さ
か
え
野
球
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
で
す

　
　
　
　
　
　
　

	

50
分
25
秒

7
位　

G
o
会　
　
　
　

	

51
分
58
秒

8
位　

栄
小
4
年
&
先
生
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 	

56
分
59
秒

9
位　

山
男　
　
　
　

	

57
分
04
秒

10
位　
こ
た
き　
　
　
　

	

60
分
05
秒

11
位　

剣
道　
　
　
　
　

	

61
分
14
秒

12
位　

E
G
O
-M
A　
s
a
k
a
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

63
分
14
秒

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

整
備
し
ま
し
た

栄
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催

第
10
回

　
　
栄
村
駅
伝
大
会
開
催

◆
地
域
の
部

1
位　

あ
お
く
ら
（
水
内
地
区
）

2
位　

森　
　
　

 （
水
内
地
区
）

3
位　

G
o
会　

 （
秋
山
地
区
）

4
位　

山
男　
　

 （
秋
山
地
区
）

※
広
域
公
民
館
（
旧
小
学
校
区
）
の
地

区
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
る
方

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
を
、
地
域
の

部
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

《
特
別
参
加
チ
ー
ム
》

○
武
蔵
村
山
市
で
え
だ
ら

○
武
蔵
村
山
市
か
た
く
り

○
武
蔵
村
山
市
え
の
き

○
武
蔵
村
山
市
西
部
地
区
お
や
じ
の
会

○
く
ら
ぶ
鬼
島
A

○
く
ら
ぶ
鬼
島
B

○
く
ら
ぶ
鬼
島
C



（H25）
94.4

（H26）
94.6

（H27）
97.1

（H26）
98.6 （H27）

98.1
（H25）

98.4

（H25）
92.0

（H26）
93.3

（H27）
93.7
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区分 住民基本台帳人口
（平成26年1月1日）

職員数
A

給　　与　　費 一人当たり
給与費B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

26年度 2,195人 77人 298,202千円 34,852千円 105,010千円 438,064千円 5,689千円

（注）	 １　職員手当には退職手当を含みません。
	 ２　職員数は、26年4月1日現在の人数です。

1　職員給与費の状況（平成26年度決算）

区 分 栄 村 長 野 県 国

一般行政職
大 学 卒 179,600 円 183,100 円 174,200 円

高 校 卒 147,000 円 148,400 円 142,100 円

4　職員の初任給の状況（28年4月1日現在）

県内町村平均 長野県栄　村

２　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

100

105

95

90

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

3　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（27年4月1日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（国比較ベース）

栄　村 43.5歳 305,984円 324,044円

長野県 45.5歳 340,200円 375,427円

国 43.5歳 334,283円 408,996円

都道府県平均 43.3歳 333,258円 374,044円

一般行政職

栄村の給与等についてお知らせします栄村の給与等についてお知らせします

区 分 20歳
　未満

20歳
〜23歳

24歳
〜27歳

28歳
〜31歳

32歳
〜35歳

36歳
〜39歳

40歳
〜43歳

44歳
〜47歳

48歳
〜51歳

52歳
〜55歳

56歳
〜59歳

60歳
　以上 計

職員数 1人 2人 4人 4人 4人 7人 5人 7人 8人 15人 15人 0人 72人

割合 1.4% 2.8% 5.6% 5.6% 5.6% 9.7% 6.9% 9.7% 11.1% 20.8% 20.8% 0% 100%

5　年齢別職員構成の状況（28年4月1日現在）



（9） 平成28年 8月1日広 報 さ か え

栄 村 長 野 県 国
１人あたり平均支給額（25年度）
1,312千円

１人あたり平均支給額（26年度）
1,643千円        

（25年度支給割合）
期末手当　2.6月分（1.2月分）
勤勉手当　1.35月分（0.6月分）

（26年度支給割合）
期末手当　2.6月分（1.45月分）
勤勉手当　1.50月分（0.70月分）

（26年度支給割合）
期末手当　2.6月分（1.50月分）
勤勉手当　1.45月分（0.70月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～15%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～20%　管理職加算15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～20%　管理職加算10～25％

6　期末手当・勤勉手当

（注）（　　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

支給実績（26年度決算） 2,365千円

職員1人あたり平均支給額（26年度決算） 34千円

支給実績（25年度決算） 2,958千円

職員1人あたり平均支給額（25年度度決算） 51千円

8　時間外勤務手当（普通会計）

区 分 給 料 月 額 等

給
料

村 長
副 村 長

606,000円（576,000円） 	
514,000円（499,000円） ＊1

（参考）類似団体における最高/最低額
820,000円　／　458,500円
647,000円　／　421,500円

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

221,000円
146,000円
129,000円

310,000円　／　171,100円
251,000円　／　119,000円
230,000円　／　100,000円

期
末
手
当

村 長
副 村 長 2.9月分（28年度支給割合）

議 長
副 議 長
議 員

3.05月分（28年度支給割合）

退
職
手
当

村 長
副 村 長

　　  （算定方式）　　 　　　　（1期の手当額）＊2（支給時期）
606,000 × 20.4（支給率）　　　12,362千円　　　　  任期毎
514,000 × 12.192（支給率）　　 6,267千円　　　 　 任期毎

9　特別職の報酬等の状況（28年4月1日現在）

（注）＊1　（　　）内の額は特別職の職員等の給与の特例に関する条例により設定されたもので、平成27年4月
1日から平成29年3月31日まで適用されます。	

（注）＊2　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年=48月）勤
めた場合における退職手当の見込額です。

栄 村 国
7　退職手当（26年4月1日現在）

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	 20.45月分	 25.56月分
勤続25年	 29.15月分	 34.58月分
勤続35年	 41.315月分	 49.59月分
最高限度額	 49.59月分	 49.59月分

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
勤続 20 年	 18.27月分	 22.84月分
勤続 25 年	 29.35月分	 35.24月分
勤続 35 年	 41.325月分	 49.59月分
最高限度額	 49.59月分	 49.59月分



広 報 さ か え平成28年 8月1日 （10）

　山号は「金玉山正宝院(きんぎょくざんしょうほういん)」と言い、本山は有名な比叡山延暦寺(ひえ
いざえんりゃくじ)です。天台宗のお寺ですが、平家の守護神である不動明王が祀られていることから
通称「見玉不動尊」と言われています。
　この不動尊は、約830年前、壇ノ浦(だんのうら)の戦いに敗れた平清盛の臣下、宮本清左ェ門が安
置したと言われています。昔から眼病にご利益があるとされ、遠方からも参拝者が訪れます。
　仁王門に立つ仁王像は、沢で濡らした紙を、自分の病やケガを治したい場所と同じ所を目がけて仁
王像に投げつけ、貼り付くと良くなると言われてきました（現在紙投げは禁止されています）。
　江戸時代には、鈴木
牧之が滞在し、当時の
様子を書き残していま
す。その記録によると、
街道から山門までが遠
く、当時は、街道が中
津川沿いにあったこと
を示しています。本堂
の姿は、現在までその
様子を残しています。　
　現在は、不動明王を
はじめとする五大明王
が安置され、信仰の対
象となっています。

【お申し込み・お問合せ】秋山支所　観光係　☎025-767-2202

◆◇◆◇◆◇◆ サイト№15 見玉不動尊と仁王門 ◆◇◆◇◆◇◆

〜地域の宝で手をつなごう〜

苗場山麓ジオパーク通信（16）

～ジオサイト巡り開催について～
　8月21日（日曜日）午前9時から午後3時30分まで、「ジオサイト巡り」を開催いたします。
　見玉不動尊から中津川をさかのぼり、のよさの里経由で切明までを巡ります。
　参加費は無料です。マイクロバスにて移動するため、定員２５名とさせていただきます。定員
になり次第、締め切らせていただきますのでお早めに申込みください。
　参加申し込みされました方は、当日、お弁当、お飲物を持参の上、動きやすい服装で津南町農
と縄文の体験実習館「なじょもん」に朝8時50分までにお集まりください。
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飯
山
の
道
の
駅
で
は
配
布
パ
ン
フ
は
全
て
無

く
な
り
ま
し
た
。
栄
村
の
道
の
駅
で
も
20
枚
の

パ
ン
フ
の
内
、
残
り
は
2
枚
と
持
ち
帰
り
率
は

90
％
と
大
変
良
い
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
応
募
も
期
間
が
短
か
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
ア
ク
セ
ス
解
析
結
果
も
良
好

で
す
。
で
は
何
が
悪
か
っ
た
の
か
？
東
京
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
で
は
費
用
が
掛
か
り
す
ぎ
る
の
か
？

内
容
に
問
題
が
あ
る
の
か
？
根
本
的
に
秋
山
郷

と
い
う
立
地
が
遠
す
ぎ
る
の
か
？
そ
れ
を
考
え

る
の
が
P
D
C
A
の
C（
評
価
）
に
あ
た
り
ま
す
。

　

次
回
の

体
験
イ
ベ

ン
ト
は
栄

村
森
林
組

合
様
の
協

力
を
経
て
、

林
業
、
木

工
体
験
を

企
画
し
て

い
ま
す
が
、

今
回
の
失

敗
を
糧
に
、

原
因
を
改
善
す
べ
く
次
の
A
＝
改
善
＝
ア
ク

シ
ョ
ン
を
お
こ
し
ま
す
。
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

は
成
功
し
た
と
し
て
も
、
終
わ
り
な
く
グ
ル
グ

ル
と
ま
わ
り
続
け
る
物
な
の
で
す
。

　
　
　

  （
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坪
内 

大
地
）

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
い
よ
い
よ
夏
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
支

援
員
の
髙
橋
で
す
。

　

今
回
は
夏
の
思
い
出
か
ら
栄
村
に
向
け

た
思
い
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
子
供
の
頃
、
柳
在
家
に
は
兄
貴

分
と
言
う
べ
き
人
た
ち
が
居
ま
し
た
。
前

（
め
）
の
家
の
子
供
た
ち
が
お
盆
に
な
る
と

帰
っ
て
き
て
、
志
久
見
川
で
川
遊
び
を
教

え
て
く
れ
た
り
、
森
を
走
り
回
っ
た
り
、

花
火
を
し
た
り
。
都
会
で
は
絶
対
で
き
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
私
は
田
舎
が
大
好
き
で
、
毎

年
夏
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
、
川
に
お
り
る
道
も
無
く
な

り
、
遊
び
を
教
え
る
人
も
居
な
く
な
り
、

第
一
に
川
や
山
で
子
供
た
ち
を
遊
ば
せ
る

の
は
危
な
い
と
言
う
風
潮
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
良
い
も
の
が

あ
る
の
に
、
今
の
子
供
た
ち
は
そ
れ
を
知

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
っ
て
残

念
に
感
じ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
自
然
を
、
子
供
た
ち
に
感
じ
て
欲

し
い
。
お
盆
に
帰
っ
て
く
る
人
た
ち
に
思

い
出
し
て
欲
し
い
。
観
光
で
来
る
人
た
ち

に
も
知
っ
て
欲
し
い
。

　

山
に
川
に
、
キ
ャ
ン
プ
に
プ
ー
ル
に
花

火
に
祭
り
。
栄
村
で
も
で
き
る
、
夏
が
待

ち
遠
し
く
な
る
も
の
を
き
ち
ん
と
整
備
し

て
、
み
ん
な
帰
っ
て
来
い
！
楽
し
い
ぞ
！

と
言
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。

　

ま
た
遊
び
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
と
し

て
も
田
舎
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
パ
ソ
コ
ン
一
つ
で
仕
事
が
で
き
る
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
川
に
足
を
入
れ
た
り
、

森
林
浴
を
し
な
が
ら
仕
事
す
る
人
や
、
オ

フ
ィ
ス
を
山
の
中
に
作
る
人
、
そ
ん
な
新

し
い
働
き
方
も
定
着
し
始
め
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た

ら
爽
や
か
な
風
に
吹
か
れ
、
星
空
を
眺
め

て
、
肩
が
凝
っ
た
ら
温
泉
に
入
っ
た
り
畑

で
身
体
を
動
か
し
た
り
。

　

そ
ん
な
生
活
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
村
で
も
ち
ょ
っ
と
工
夫
を
す
れ
ば
で

き
る
事
で
す
。
子
供
だ
け
で
は
無
く
、
大

人
に
も
十
分
魅
力
的
な
生
活
を
提
案
で
き

る
、
ダ
イ
ヤ
の
原
石
が
こ
の
村
に
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
原
石
を
上
手
く
磨
く
に
は
、
例
え

ば
星
が
よ
く
見
え
る
場
所
を
整
備
し
た
り
、

川
に
お
り
る
道
を
作
っ
た
り
、
と
き
に
は

簡
易
な
プ
ー
ル
を
建
て
た
り
、
花
火
大
会

を
計
画
し
た
り
・
・
・
み
な
さ
ん
は
何
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

子
供
も
大
人
も
、
楽
し
い
村
に
し
た
い
。

み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、
夏
の
思
い
出

話
、
是
非
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

体
調
な
ど
崩
さ
れ
な
い
よ
う
ご
自
愛
下
さ
い
。

（
復
興
支
援
員　

髙
橋 

琢
磨
）

　

昨
年
か
ら
都
会
か
ら
の
一
般
公
募
で
田

植
え
体
験
等
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
協
力
隊
に

な
る
ま
で
は
東
京
都
内
の
広
告
代
理
店

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
参
加
費
の
有

償
、
無
償
に
関
わ
ら
ず
、
人
を
呼
ぶ
イ
ベ

ン
ト
は
失
敗
が
つ
き
も
の
。
そ
の
失
敗
を

繰
り
返
さ
な
い
為
に
も
行
う
事
が
定
番
の

「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
る
考
え

で
す
。
こ
れ
は
広
告
業
界
に
関
わ
ら
ず
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
お
い
て
幅
広
く
浸
透

し
て
い
ま
す
が
、
P
（
P
L
A
N
）
＝
計

画 

D
（
D
O
）
＝
実
行 

C
（
C
H
E
C
K
）

＝
評
価 

A
（
A
C
T
I
O
N
）
＝
改
善
の

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
事
で
そ
の
業
務
を

徐
々
に
改
善
し
て
い
く
手
法
。

　

6
月
に
私
達
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え
体
験

ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
見
事
に
応

募
数
が
ゼ
ロ
で
し
た
。

　
で
は
、
ど
の
様
に
募
集
告
知
し
た
の
か
？

と
言
う
と
、
横
浜
市
栄
区
等
、
栄
村
と
関

係
の
深
い
市
町
村
や
、
東
京
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座
N
A
G
A
N
O
」、
そ
し

て
飯
山
や
津
南
観
光
協
会
の
協
力
を
得
て
、

道
の
駅
等
の
各
市
町
村
施
設
へ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
。
そ
し
て
無
料
掲
載
が
出
来

る
自
然
体
験
系
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
の
告
知
で
す
。

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.15

▲インターネットでのアクセス解析結果



保健だより
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熱中症とは

熱中症の主な症状

熱中症にならないために

　私たちの体は、汗をかいたり、血管を広げたりして、熱を放
散して体温を調節しています。しかし、この体温調節がうまく
できない状況になり、身体の中に熱がたまって、さまざまな症
状がでてくるのが熱中症です。

軽い症状　　：大量の汗、めまい、立ちくらみ
やや重い症状：頭痛、吐き気、おう吐　
重い症状　　：意識がない、けいれん、立てない

① 水分をこまめに摂取する
　喉の渇きを感じる前に、水やお茶を飲みましょう。1日1リッ
トル以上が目安です。たくさん汗をかいたときは、スポーツ
ドリンクや少量の塩分を加えた水（1リットルの水に1～2g
の食塩）などを飲みましょう。

② エアコンや扇風機などを上手に使う
　空気が動かないと、気温は高くなります。室内にいても、
熱中症になる危険性があります。無理に我慢せず、適度にエ
アコンや扇風機を使いましょう。

③ しっかり食事をとる
　3食しっかり食べることが大切です。暑い夏は、食欲
が落ちてしまいがちですが、夏野菜（トマト、きゅうり
など）はビタミンCが豊富で体の調子を整えてくれますし、
ほてった体を冷やす効果があります。食欲がないときは、
食欲増進効果のある酢や梅干しを使った料理がおすすめ
です。

　熱中症は、重症になると命に関わることがあります。予防が大切です。夏の間は、
熱中症対策を心がけましょう。

（文責：健康支援課健康増進係　保健師　立岩律子）

～熱中症を予防しよう～



火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 2 0 76 飯 山 日 赤　5

津 南 病 院　3
そ の 他　1
不 搬 送　2

木 島 平 村 0 0 13

野沢温泉村 0 0 12

栄 村 1 0 11

管 轄 外 等 0 0 0

　　  確認が　防火に繋がる　第一歩

○住民税　　　　○水道料
○浄化槽使用料　○農集使用料
○村営住宅料　　○保育料
○ケーブルテレビ使用料
納期限は 8月31日（水）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

岳北地域＆津南町情報コーナー

6月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

8月の納税等

口座振替日
　農協・郵便局	 8月22日（月）
　八十二銀行・県信	 8月25日（木）

津南町 木島平村

飯山市 野沢温泉村

（13） 平成28年 8月1日広 報 さ か え

【問合せ先】木島平村 産業課 商工観光係
                ☎0269-82-3111

■大会日：9月4日（日）
■会　場：野沢温泉村　 大湯通り特設コース
■参加資格：こども（2～5歳） ■参加料：2,500円　保険料含む
■定員数：2・3・4・5歳　各クラス24名
■募集期限：8月26日（金）定員になり次第終了
■申込み先：野沢温泉旅館組合ホームページから
　　　　　　http://nozawa.jp

◇運行期間　 平成28年10月23日までの土・日・祝日及び
　　　　　　 お盆期間（8月11日～15日）※１日１往復
◇料金　　　 無料（予約制）
◇予約　　　 森宮交通株式会社「高原シャトル便」受付担当
　　　　　　 ☎0120-476-300フリーダイヤル

■日時　9月25日（日）
■時間　9:00～13:30
■会場　北信州ハーフマラソンゴール付近（飯山市本町商店街）

【問合せ先】飯山市役所商工観光課観光係
　　　　　 ☎0269-62-3111（内線211）

【問合せ先】野沢温泉旅館組合 ☎0269-85-2056
　　　　　 E-mail  info@nozawa.jp

津南病院
お盆の診療について

カヤの平高原（木島平村）と秋山郷切明温泉
（栄村）を結ぶ高原シャトル便運行中！

　毎年多くのランナー
が北信州の自然を満
喫しながら走る北信州
ハーフマラソン。４回
目の今年も例年同様、
ゴール付近では信越
自然郷の旬でおいしい
特産品を一堂に集めた

「信越自然郷うまいも
の市」が開催されます。ぜひ会場にお越しください。

　温泉街を駆け抜けろ！ 
ノザワオンセン　マチナ
カ　ライド

※お盆期間中、薬をひつようとされるかたは、８月１２日(金)まで
に診察を受けてください。

※お盆期間中も夜間時の緊急の患者さんは当直医が診療にあたります。
※８月１７日(水)からは、通常の診療体制となります。ご迷惑をお

かけしますが、ご協力をお願いします。

信越自然郷
うまいもの市 開催

温泉街ランニングバイク
大会 in 野沢温泉

　グリーンシーズンにおける観
光メニューの充実を図る取組み
として、カヤの平高原（木島平
村）と秋山郷切明温泉（栄村）
を結ぶシャトル便の運行を行っ
ています。
　高山植物の宝庫であるカヤの平高原や青空と緑のグラデーション
が美しい秋山林道、秋山郷の最奥に湧く秘湯をお楽しみいただけます。
　またシャトル便には、自転車を３台積み込むことが出来ますので
カヤの平高原をベースとしたサイクリングも行えます。
　ぜひこの機会に高原シャトル便をご利用ください。

14日（日）
診療科

休診となる科／眼科、耳鼻咽喉科、リハビリ

曜　日 15日（月） 16日（火）

診
療
す
る
科

内　科

小児科

整形外科

外　科

泌尿器科

（休診）

（休診）

（休診）

（休診）

（休診）

林医師

（休診）

武藤医師

（休診）

古田医師

佐野医師

伊藤医師

木島医師

森田医師

（休診）
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栄 村 議 会 報 （14）平成 28 年 8 月 1 日

内容：○森川村長　所信表明○主な可決案件○一般質問7名○平成28年度予算推移

4月臨時会・6月定例会　主な可決案件

◆森川村長　所信表明◆
　6月17日に開催された第2回定例会は森川村長の初議会となり
ました。所信表明として 1.開かれた村政運営 2.「特命対策課」の
新設 3.子ども子育て支援 4.企業支援と雇用充実 5.組織の見直し 
6.村営「さかえ倶楽部スキー場」運営 7.秋山郷地域の安全安心対
策及び観光 8.高齢化等に即した交通等対策 9.空き家対策及び遊
休荒廃地対策の計9つを重点目標として掲げました。

案　件　名 内　　容
―4月臨時会―
◆専決処分について：平成27年度栄村一般会

計補正予算第9号

・東日本大震災復興交付金の減額、苗場山麓ジオパーク振興協議会負
担金及び広域観光負担金の追加

・補正額：518千円

◆専決処分について：平成27年度栄村国民健
康保険特別会計（事業勘定）補正予算第5号

・栄村診療所・栄村歯科診療所の運営経費が多額であることから、特
別調整交付金の交付により、国保の事業勘定特別会計から国保の施
設勘定特別会計へ繰り出すもの

・補正額：13,432千円

◆平成27年度栄村貸工場建設事業栄村貸工場
建設工事請負契約の締結について

・平滝の清水川原地籍に栄村の貸工場を建設するために去る4月15日
に指名競争入札を実施し、4月18日付けで仮契約を締結したもの

・契約金額：247,860千円
・相手方：竹花・栄　特定建設工事共同企業体

◆栄村監査委員の選任について ・監査委員辞職に伴う選任
・監査委員：上倉敏夫（雪坪）

―6月定例会―
◆専決処分について：栄村税条例の一部を改

正する条例について

・地方税法の一部改正に伴う栄村税条例の一部改正：「軽自動車税」
という文言を「種別割」という文言に変更、法人住民税3.7%の引き
下げ、自動車の環境性能割の導入による所要の整備など

◆専決処分について：固定資産評価審査委員
会条例の一部を改正する条例について

・地方税法の一部改正に伴う固定資産評価委員会条例の一部改正：第
10条　書記は、第7条から第9条に規定する意見陳述、口頭審議、実
地調査といったもののほか、委員会の議事について調書を作成しな
ければならない

◆専決処分について：栄村国民健康保険税条
例の一部を改正する条例について

・地方税法の一部改正に伴う栄村国民健康保険税条例の一部改正：保
険税の課税限度額の見直し、低所得者にかかる保険税軽減の拡充

◆平成28年度栄村一般会計補正予算第1号
・特命対策課新設による臨時職員人件費及び事務機器購入費、人事異

動に伴う人件費など
・補正額：9,000千円



栄 村 議 会 報（15） 平成 28 年 8 月 1 日

案　件　名 内　　容
◆平成28年度栄村国民健康保険特別会計（事

業勘定）補正予算第1号
・国保保険者のシステム改修委託料など
・補正額：682千円

◆平成28年度栄村国民健康保険特別会計（施
設勘定）補正予算第1号

・人事異動に伴う人件費の減額、職員被ばく検査料の追加など
・補正額：▲487千円

◆平成28年度栄村介護保険特別会計補正予算
第1号

・人事異動に伴う人件費の減額など
・補正額：▲4,993千円

◆平成28年度栄村介護サービス特別会計補正
予算第1号

・人事異動に伴う人件費
・補正額：816千円

◆平成28年度栄村簡易水道特別会計補正予算
第1号

・集落公民館新築による水道管移設等に係る修繕料、森地区水道施設
の調査委託料、青倉集落内村道改良による水道本管布設替えなど

・補正額：6,384千円

◆平成28年度栄村生活排水処理特別会計補正
予算第1号

・公用車の経費、浄化槽設置工事2基、浄化槽撤去など
・補正額：4,617千円

◆課設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

・7月1日付けで栄村行政組織を改正し、新たに特命対策課を設置する
ため

◆議会の議決すべき事件を定める条例の制定
について

・従前までは総合振興計画は議会の議決が必要とされていたが、平成
23年5月の地方自治法の改正により議会の議決を得るかどうかは各
自治体の判断によることとされたことから、栄村においては今後の
村づくりの基本となる大変重要な計画であるとの認識から議会に
諮った上で策定したいと考えている。以上のことから議会の議決に
付すべき事件として総合振興計画に関する策定、変更または廃止に
ついて条例で定めるもの。また栄村定住自立圏形成協定の議決に関
する条例は廃止する

◆栄村森宮野原駅前複合施設の設置及び管理
に関する条例の制定について

・平成27年度から森宮野原駅前に長野県北部地震の記録の展示及び地
域の活性化を図るべく各種団体等の活動拠点として整備を進めてき
たが、事業が完了したことから、その設置及び管理に関する条例を
制定するもの。施設の名称は「栄村森宮野原駅前複合施設」とし、
管理は商工観光課が行うものとする

◆栄村予防接種健康被害調査委員会条例の一
部を改正する条例の制定について

・第3条の予防接種健康被害調査委員のうち（1）に掲げる飯山保健所
長を北信保健所長に改め、第6条中の住民課を健康支援課に改める
もの

◆栄村指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

・介護保険法の改正により、地域密着型サービスに係る基準の一部を
改正するもの。主な改正点は、地域密着通所介護と同じ「通所介
護」という観点から、地域との連携や運営の透明性を確保するため
「運営推進会議」の設置の義務付けを行い、地域との連携等に関す
る規定について所要の基準を定めるもの

◆栄村指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

・介護保険法改正により、利用定員が18人以下の小規模な通所介護事
業所については、少人数で生活圏域に密着したサービスであること
から、地域との連携や運営の透明性の確保が必要であるため、地域
密着型サービスに位置付けられたことにより、基準の創設を定める
もの

◆財産の取得（除雪タイヤドーザ）について

・平滝集落内村道等の除排雪
・取得金額：9,882千円
・相手方：キャタピラーイーストジャパン㈱
　　　　　関東支社甲信支店

◆平成27年度社会資本整備総合交付金（復
興）事業村道天代坪野線橋梁架替（2）工事
変更請負契約の締結について

・土合橋架替に伴う取付道路工事について、今年度の本事業に係る補
助金の配分額が少ないことから新規工事発注が見込めないことによ
るもの

・変更事項：北野温泉施設への取付道路工事の減工
・現行契約金額：59,205,600円
・変更契約金額：36,309,600円（22,896,000円の減額）

◆平成27年度社会資本整備総合交付金（復
興）事業村道天代坪野線橋梁架替（4）工事
変更請負契約の締結について

・変更事項：取付道路に係る補強土壁工を増工するため
・現行契約金額：44,064,000円
・変更契約金額：68,396,400円（24,332,400円の増額）



「
２
０
４
０
年
に
１
，
４
０
０
人
」

と
い
う
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、

栄
村
全
体
を
一
括
り
に
し
て
い
る
が
、
集
落

や
旧
校
区
を
単
位
と
す
る
小
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
方
法
を
用
い
た
人
口
分
析
に
踏
み
込
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

国
立
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会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
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推
計
人
口
を
基
に
し
た
。
早

急
に
方
向
を
変
え
る
考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

現
に
栄
村
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
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、
も
っ
と
目
を
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け
て
、
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ら
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得
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い
か
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Ｓ
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Ｕ
Ｐ
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い
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ウ
ト
ド
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
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頑
張
っ
て
い
る
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ホ
ー
ム
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ー
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的
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取
り
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げ
る
べ
き
だ
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
」
と
行
政
を
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ぐ
に

繋
げ
て
の
行
動
は
で
き
な
い
。
今

後
、
研
究
・
検
討
す
る
。

村
長
は
「
補
助
金
が
必
要
」
と
強

調
す
る
が
、
６
月
17
日
締
め
切
り

の
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
を
栄
村
が
申

請
し
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

国
の
予
算
が
急
に
決
ま
っ

て
、
新
た
な
事
業
を
検
討

す
る
時
間
が
な
か
っ
た
。
28
年
度
予
算
を
前

倒
し
し
て
、
４
月
の
臨
時
議
会
で
審
議
を
お

願
い
し
た
。そ

れ
は
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
」
だ
。
28
年
度
の
「
地
方
創
生

推
進
交
付
金
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

栄
村
で
は
「
苗
場
山
麓

ジ
オ
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ク
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の
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進
事
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を
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０
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村
長
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改
築
・
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述
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て
い
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れ
の
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何
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興
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新
理
事
の
下
で
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い
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い
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で
所
信
表
明
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ら
消
し

た
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私
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選
挙
中
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ら
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え
て
い
る
。
秋
山

郷
で
必
要
と
す
る
建
物
で
あ
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ば
改
築
な
り

建
替
え
を
す
れ
ば
良
い
。

今
後
の
村
の
活
性
化
に
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
村
長
の
目
指

す
村
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

補
助
金
に
頼
り
な
が
ら
村
の
総
合

計
画
、
ま
た
は
村
民
と
の
公
約
事

項
、
私
の
所
信
表
明
に
基
づ
き
村
政
運
営
に

取
り
掛
か
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

一
集
落
1
千
万
円
の
補
助
金
を

使
っ
て
集
落
活
性
化
に
取
り
組
む

た
め
の
こ
の
事
業
は
、
26
年
か
ら
2
年
間
行
っ

て
き
た
が
、
6
月
20
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

こ
の
2
年
間
の
実
績
と
経
緯
を
調
査
し
、
今

後
の
集
落
維
持
と
活
性
化
の
た
め
の
新
し
い
補

助
金
事
業
対
策
を
行
う
計
画
が
な
い
か
伺
う
。

2
年
間
で
11
の
集
落
で
活
用
さ
れ

た
。
今
後
も
同
様
な
集
落
ご
と
の

特
色
あ
る
復
興
を
望
む
要
望
が
あ
れ
ば
他
に

変
わ
る
事
業
を
導
入
し
、
集
落
の
復
興
の
後

押
し
を
村
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

村
長
の
政
策
の
中
に
「
新
規
起
業

が
促
進
で
き
る
よ
う
、
保
証
等
が

無
く
て
も
利
用
で
き
る
支
援
制
度
を
創
設
し
、

村
内
企
業
に
対
し
て
雇
用
し
た
場
合
の
支
援

制
度
も
併
せ
て
創
設
す
る
」
と
あ
る
が
、
も

う
少
し
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

私
の
公
約
の
中
、
ま
た
所
信
表
明

の
４
つ
目
に
も
記
載
し
て
あ
る
。

起
業
支
援
及
び
雇
用
の
充
実
を
図
る
目
的
で

新
制
度
を
創
設
し
た
い
。
栄
村
の
将
来
に
あ
っ

た
制
度
を
設
計
し
た
い
。
本
年
度
に
な
る
か
、

来
年
度
に
な
る
か
、
企
業
の
意
見
も
含
め
て

商
工
観
光
課
長
に
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

栄
村
で
起
業
し
た
い
と
い

う
人
に
は
是
非
支
援
の
手

を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
。
ま
た
若
者
が
夢
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
ほ
し

い
と
思
う
。
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る「
地

域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
導

入
も
併
せ
て

お
願
い
し
た

い
。

栄 村 議 会 報 （16）栄 村 議 会 報　6月定例会　一般質問平成 28 年 8 月 1 日

村
長
の
施
策
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に

あ
る
考
え
を
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た
い
。

「
補
助
金
を
得
て
事
業

実
施
」と
い
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考
え
で

所
信
表
明
。
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目
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ョ
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村
長
が
言
い
続
け
て
い
る
「
太
い

パ
イ
プ
」
と
は
誰
と
、
ど
の
よ
う

に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
。
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
効
能
を
も
た
ら
す
の
か
伺
う
。

質
問
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
の
で

答
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
を
言
っ
て
い
る
の
は
村
長
だ
と

思
う
が
、
例
え
ば
県
の
部
長
ク
ラ

ス
と
知
り
合
い
で
様
々
な
情
報
が
ど
ん
ど
ん
も

ら
え
る
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。

簡
単
に
言
う
と
国
、
国
会
議
員
、

職
員
、
県
、
県
議
、
県
職
員
関
係

と
繋
が
っ
て
い
る
。

私
も
補
助
金
に
関
し
て
は
否
定
的

な
考
え
で
は
な
い
が
、
制
度
に
よ
っ

て
は
解
釈
に
悩
む
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん

な
場
合
で
も
ス
ム
ー
ス
に
事
業
が
通
る
よ
う
な

繋
が
り
か
。「

あ
あ
言
え
ば
、
こ
う
言
う
」
回

答
に
な
る
の
で
答
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
県
内
77
市
町
村
あ
る
が
、

そ
ん
所
そ
こ
ら
に
は
な
い
繋
が
り

を
持
っ
て
い
る
と
自
覚
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

で
良
い
か
。そ

の
様
な
自
覚
は
な
い
。

沢
山
の
公
約
を
さ
れ
て
い
る
が
、

優
先
順
位
は
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。
事
業
に
は
財
源
、
人
的
問
題
も
伴
う

と
思
う
が
整
合
は
保
て
る
か
。

公
約
自
体
多
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
村
民
関
係
者
の
意
見
を
聞
い

て
、
調
整
も
必
要
で
あ
っ
た
り
、
補
助
事
業

導
入
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
優
先
順
位
は
決
め

ら
れ
な
い
。
情
勢
を
判
断
し
て
決
め
て
い
く
。

順
位
を
決
め
て
し
ま
え
ば
一
番
目
が
終
わ
る

ま
で
次
に
行
け
な
く
な
る
の
で
順
位
は
決
め
て

い
な
い
。
ま
た
財
源
や
人
的
な
整
合
と
い
う

事
だ
が
、
優
秀
な
職
員
に
よ
り
保
て
る
と
思
っ

て
い
る
。

雪
害
対
策
の
対
象
拡
大
で
も
救
助

員
の
増
員
が
必
要
に
な
る
。
現
状

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
直

売
所
に
村
が
専
門
職
を
雇
い
入
れ
る
と
の
考

え
だ
が
、
自
立
が
求
め
ら
れ
る
中
ど
の
様
な

考
え
か
。

冬
期
間
だ
け
村
に
住
み
、
雇
用
対

策
と
し
て
考
え
る
人
も
い
る
と
思

う
。
直
売
所
に
関
し
て
最
初
は
見
よ
う
見
ま

ね
で
は
上
手
く
い
か
な
い
。
専
門
家
を
置
い
て

学
び
な
が
ら
進
め
る
べ
き
と
思
う
。

現
・
新
事
業
問
わ
ず
成
果
と
効
果
・

再
検
証
す
べ
き
で
あ
る
が
、
村
長

の
考
え
を
聞
き
た
い
。
少
し
で
も
村
が
出
資
し

た
補
助
金
関
係
事
業
に
も
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
か
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
助
金

事
業
に
取
り
掛
か
り
易
い
よ
う
区
長
、
村
民

に
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

プ
ラ
ン
・
実
行
・
確
認
・
行
動
の

サ
イ
ク
ル
教
育
に
取
り
組
み
、
職

員
の
研
修
を
深
め
て
い
き
た
い
。
情
報
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
多
く
知
ら
せ
る
。

事
業
説
明
の
要
望
が

あ
れ
ば
出
向
い
て
い

く
。
村
の
各
種
団
体
は
監
査
委
員
等
々
の
組

織
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で

適
切
に
行
っ
て
い
る
と
思
う
。
国
・
県
・
村

が
補
助
金
を
出
し
た
も
の
は
適
正
な
管
理
に

努
め
て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
と
村
は
連
絡
体
制

の
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。
簡
単

な
書
類
だ
。
津
南
町
の
よ
う
に
安
全
協
定
を

結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。
放
射
能
事
故
に
対
す

る
避
難
の
仕
方
を
考
え
て
は
い
な
い
の
か
。
福

井
県
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
事
故
の
折
、
地
元

の
職
員
が
現
場
に
入
り
大
変
な
事
故
だ
と
分

か
り
国
よ
り
も
早
い
対
応
だ
っ
た
。

私
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
事
は
良

く
分
か
ら
な
い
。
今
後
、
東
電
と

協
議
し
て
計
画
準
備
は
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
村
に

避
難
指
示
が
出
さ
れ
る
。

更
に
急
な
時
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ

る
。
覚
書
の
中
で
実
務
担
当
者
で
の
連
絡
を

設
け
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
、
東
電
に
内
容

等
聞
き
に
行
け
る
。

昨
年
強
行
採
決
さ
れ
た
「
安
全
保

障
法
」
は
憲
法
違
反
だ
と
は
思
わ

れ
な
い
か
。衆

参
両
院
で
通
過
し
た
の
で
憲
法

違
反
で
は
な
い
。
憲
法
解
釈
者
で

は
な
い
の
で
国
会
の
中
で
決
め
た
事
に
意
見

を
述
べ
る
事
は
な
い
。
た
だ
戦
争
は
反
対
だ

と
誰
も
が
言
う
と
思
う
。

選
挙
は
小
選
挙
区
制
に
よ

り
民
意
が
反
映
し
な
い
。

中
選
挙
区
制
に
す
べ
き
だ
。
秘
密
保
護
法
も

通
り
、
国
民
の
知
ら
な
い
間
に
事
が
進
む
の

は
絶
対
に
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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「
太
い
パ
イ
プ
」と
は
な
に
か

公
約
に
挙
げ
た
政
策
実
現
の

計
画
に
つ
い
て

山
本
議
員

山
本
議
員

質
問
質
問

質
問
質
問 公

約
の
優
先
順
位
は
。

情
勢
を
判
断
し
て
決
め

て
い
く
。

村
長
村
長

質
問
質
問

阿
部
伸
治
議
員 

村 長村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

村
長
村
長

村
長
村
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

国
政
問
題
2
件
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

現
・
新
事
業
問
わ
ず

成
果
と
効
果
・
再
検

証
す
べ
き
で
は
。

プ
ラ
ン
・
実
行
・
確
認
・
行
動
の

サ
イ
ク
ル
教
育
に
取
り
組
み
、
職

員
の
研
修
を
深
め
て
い
き
た
い
。

山
本
千
津
子
議
員

質
問
質
問

村 長28
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長
村
長



農
家
戸
数
、
就
農
人
口
も
減
っ
て

き
て
い
る
。
国
の
農
業
政
策
は
、

小
規
模
、
家
族
農
業
を
切
り
捨
て
、
輸
入
を

増
や
し
、
資
本
の
あ
る
金
持
ち
に
経
営
を
移

す
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
私
は
思
う
。こ
の
間
、

米
価
下
落
を
補
填
す
る
交
付
金
の
廃
止
、
農

業
所
得
補
償
の
減
額
な
ど
の
中
で
、
家
族
農

業
者
へ
の
支
援
制
度
は
見
当
た
ら
な
い
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
承
認
さ
れ
れ
ば
大
き
な
打
撃
は
必
至
だ
。

今
後
の
農
業
政
策
、
家
族
農
業
へ
の
支
援
（
例

え
ば
、
村
全
体
を
「
み
な
し
営
農
」
と
し
て
、

家
族
・
一
人
農
業
者
へ
の
支
援
は
考
え
ら
れ

な
い
か
）
は
、
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
村
長

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

農
業
は
命
を
育
む
産
業
だ
と
思
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
農
業
生
産
基

盤
を
整
え
な
が
ら
、
高
付
加
価
値
農
業
の
推

進
、
若
者
や
女
性
な
ど
が
活
躍
で
き
る
農
業

の
確
立
を
目
指
し
た
い
。
家
族
農
業
は
栄
村

で
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
個
人
的
な
補

助
に
つ
い
て
は
村
単
独
の
事
業
と
し
て
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
担
当
部
署
の
方
で
検
討
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
政
府
が

国
民
の
不
安
解
消
に
向
け
て
丁
寧
な
説
明
を

し
、
地
域
の
実
情
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

今
日
、
全
国
各
地
で
地
震
発
生
の

報
道
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
栄

村
の
復
旧
・
復
興
の
現
状
、
村
民
の
暮
ら
し

向
き
、
復
興
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
特
命
対

策
課
に
つ
い
て
伺
う
。

一
集
落
の
水
道
、
用
水
路
一
本
が

復
旧
し
て
い
な
い
が
、
復
興
計
画

の
事
業
は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
と
捉
え
て

い
る
。
特
命
は
事
業
を
専
門
的
に
研
究
、
検

討
、
企
画
す
る
部
署
で
、
事
業
実
施
は
せ
ず
、

企
画
立
案
ま
で
。

―
青
倉
地
区
へ
沈
砂
池
の
設
置
を
―

日
常
生
活
の
上
で
「
タ
ネ
」
は
大

切
だ
。泥
上
げ
し
て
も
半
年
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
復
旧
は
水
の
取
り
入

れ
口
を
直
せ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と

思
う
が
。

地
元
の
要
求
が
あ
れ
ば
担
当
部
署

の
方
で
検
討
し
て
も
良
い
と
考
え

て
い
る
。

森
地
区
の
水
道
は
ま
と
も
に
飲
め

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
た
め
に
水
を
買
っ
て
飲
ん
で
い
る
方

も
い
る
。
最
近
で
は
「
マ
ン
ガ
ン
」
も
検
出
さ

れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
と

は
い
え
、
人
体
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

健
康
被
害
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
森
簡
易
水
道

は
い
つ
に
な
っ
た
ら
「
安
心
し
て
飲
め
る
水
」

に
な
る
の
か
。
早
期
の
解
決
と
水
道
料
の
減

免
措
置
の
考
え
は
。

震
災
当
時
、
井
戸
を
掘
る
と
い
う

こ
と
で
向
か
っ
て
き
た
流
れ
は
私

の
頭
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
度
、

村
長
選
の
出
馬
に
際
し
て
森
地
区
の
水
道
災

害
が
未
だ
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
聞
か

さ
れ
驚
き
も
し
た
が
、
掘
削
し
た
井
戸
水
検

査
数
値
に
つ
い
て
は
飲
料
水
と
し
て
基
準
値

以
内
と
い
う
事
も
村
か
ら
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。
し
か
し
朝
一
番
の
着
色
汚
れ
な
ど
は
使

用
関
係
者
か
ら
苦
情
が
き
て
当
然
だ
と
思
う
。

私
が
選
挙
当
時
、
事
務
所
を
借
り
て
い
た
の

が
森
だ
が
、
や
は
り
朝
一
番
は
赤
っ
ぽ
い
土

の
混
じ
っ
た
水
が
出
た
。
今
後
は
森
、
中
条

地
区
の
皆
さ
ん
、
ま
た
工
場
生
産
を
や
っ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
状
況
が
伝
わ
り
易
い
、
そ
う
い

う
流
れ
と
、
使
用
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
早
期
解
決
を
考
え
て
い
き
た
い
。
水

は
生
命
の
源
な
の
で
、
土
や
異
物
の
混
入
な

ど
が
あ
っ
た
ら
何
が
入
っ
て
い
る
か
研
究
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
早
急
に
役
場
の
担
当
に

連
絡
し
て
ほ
し
い
。

現
在
、
震
災
前
の
水

源
に
戻
す
。
そ
れ
か

ら
現
行
の
配
水
池
を
使
う
と
い
う
二
つ
を
大

前
提
と
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
地
元
と

の
意
思
疎
通
、
連
絡
を
密
に
と
る
た
め
に
「
森

水
道
研
究
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
28
年

度
で
設
計
が
で
き
れ
ば
早
期
発
注
し
た
い
が
、

た
だ
現
場
が
現
場
な
も
の
な
の
で
、
降
雪
の

状
況
に
よ
り
4
月
中
に
入
札
で
き
れ
ば
と
思

う
。
導
水
管
の
管
路
工
事
が
完
了
次
第
、
既

設
の
配
水
管
に
付
着
し
て
い
る
「
マ
ン
ガ
ン
」

の
清
掃
に
も
入
り
た
い
。
そ
れ
を
29
年
度
、

遅
く
と
も
降
雪
前
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
た
い
と

い
う
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
進
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
。
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農
業
に
関
連
し
て

復
旧
・
復
興
関
係
に
つ
い
て

基
幹
産
業
の
農
業
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

引
き
続
き
農
業
生
産
基

盤
を
整
え
る
。

鈴
木
敏
彦
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

森
簡
易
水
道
は
い
つ
に

な
っ
た
ら
「
安
心
し
て
飲

め
る
水
」
に
な
る
の
か
。

今
後
は
使
用
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
早
期

解
決
を
考
え
て
い
き
た
い
。

石
沢
一
男
議
員

質
問
質
問

村 長村
長
村
長 森

簡
易
水
道
の
早
期
復
旧
に

つ
い
て



①
直
営
の
通
所
介
護
事
業
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

移
管
す
る
実
現
の
可
能
性
は
。
②
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム「
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
さ
か
え
」で
は
、

慢
性
的
に
職
員
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
施
設
は
入
所
者
の
３
分
の
１
が

村
民
で
あ
り
、
更
に
入
所
を
希
望
す
る
待
機

者
は
20
名
余
り
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
村
と
し

て
従
前
の
支
援
に
加
え
、
職
員
の
確
保
に
向

け
て
新
た
な
支
援
策
は
な
い
か
。
③
ま
た
来

年
度
、
７
期
の
介
護
保
険
料
の
改
定
作
業
が

始
ま
る
が
、
そ
の
事
に
つ
い
て
何
か
あ
っ
た
ら

一
言
お
願
い
し
た
い
。

①
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
再
開
、
リ

ハ
ビ
リ
指
導
の
充
実
な
ど
、
早
け

れ
ば
来
年
度
か
ら
、
遅
く
も
平
成
30
年
か
ら

実
施
し
た
い
。
②
先
日
、
博
悠
会
の
荒
木
理

事
長
が
来
村
し
、
関
係
者
と
会
議
を
持
っ
た
。

荒
木
理
事
長
の
方
か
ら
は
色
々
要
望
も
あ
っ
た

が
、
今
後
は
懇
談
会
を
持
ち
な
が
ら
「
で
き

る
範
囲
で
応
援
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。
③

保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
全
協
で
報
告
す

る
の
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

計
画
ど
お
り
進
む
と
期
待
し
て
い

る
と
「
予
算
が
付
か
な
い
か
ら
」

と
毎
年
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。
期
待
も
大
き

い
だ
け
に
焦
燥
感
も
大
き
い
。
今
後
の
対
応

策
は
。

平
成
29
年
度
の
予
算
枠
確
保
に
向

け
て
、
直
接
国
に
要
望
す
る
手
続

き
を
県
と
進
め
て
い
る
。

保
育
料
の
無
料
化
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
「
保
育
料
の
軽
減
」
と
「
保

育
の
質
の
向
上
」
を
求
め
て
い
る
保
護
者
が

多
数
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
。保

育
料
に
つ
い
て
は
本

年
度
か
ら
軽
減
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。
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住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
「
栄
地
区
」
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

直
営
の
通
所
介
護
事
業
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
移
管
す
る
の
か
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
再
開
、

リ
ハ
ビ
リ
指
導
の
充
実
な

ど
、
早
け
れ
ば
来
年
度
か

ら
、
遅
く
も
平
成
30
年
度

か
ら
実
施
し
た
い
。

上
倉
敏
夫
議
員

質
問
質
問

村 長介
護
事
業
に
つ
い
て

保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

村
長
村
長

区　分 当初予算 6月補正 現在の予算額 増減額 増減率（％）

一般会計 3,885,000 9,000 3,894,000 9,000 100.23

特別会計

国民健康保険
（事業勘定） 308,209 682 308,891 682 100.22

国民健康保険
（施設勘定） 134,341 ▲ 487 133,854 ▲ 487 99.64

秋山診療所 6,333 6,333 0 100.00

後期高齢者医療 31,129 31,129 0 100.00

介護保険 384,563 ▲ 4,993 379,570 ▲ 4,993 98.70

介護サービス 70,045 816 70,861 816 101.16

簡易水道 62,155 6,384 68,539 6,384 110.27

生活排水 67,474 4,617 72,091 4,617 106.84

農業集落排水 20,393 20,393 0 100.00

スキー場 118,788 118,788 0 100.00

ケーブルテレビ 36,797 36,797 0 100.00

合　計 1,240,227 1,247,246 7,019 100.57

◆平成27年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

※▲は、減額
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毎
週
土
曜
日
の
夕
方
、
横
倉
農
村
広
場

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
は
た
く
さ
ん
の
車

が
並
び
、
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
ま
す
。

の
ぞ
い
て
み
る
と
箕
作
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

愛
好
会
の
定
期
練
習
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
箕
作
マ
レ
ッ
ト
愛
好
会
は
15
年
ほ
ど
前

に
結
成
さ
れ
、
以
後
雪
が
消
え
た
こ
ろ
の

5
月
か
ら
雪
が
降
る
ま
で
の
11
月
ま
で
、

毎
週
土
曜
日
午
後
4
時
か
ら
練
習
を
開
催

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
初
め
は
箕
作
地
区

の
方
の
み
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
白
鳥
、
森
、
極
野
…
と
村
中
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
方
も
加
わ
っ
て
、

現
在
は
20
名
程
度
で
活
動
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
最
長
齢
は
な
ん
と
90
代
と
い
う

の
で
驚
き
で
す
。
こ
の
日
は
10
数
名
が
参

加
し
、
く
じ
で
グ
ル
ー
プ
を
決
め
て
コ
ー

ス
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
栄
村
で
練
習
す

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に
は
近
隣
市
町

村
へ
練
習
に
行
っ
た
り
、
温
泉
と
宴
会
を

付
け
た
盛
大
な
練
習
会
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
年
に
2
回
、
愛
好
会
主
催
で
大

会
を
開
催
。
村
内
だ
け
で
な
く
近
隣
市

町
村
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
も
出
場
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
い
い
運
動
に
な
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
。」「
こ
う
や
っ
て
集
ま
る
こ
と
で

い
ろ
ん
な
話
が
で
き
て
い
い
」「
今
日
は

マ
レ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
え
ば
元
気
に
な
る
」

と
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

中
に
は
「
腰
が
痛
く
て
も
来
る
」
と
い

う
方
も
。
ゲ
ー
ム
中
も
大
き
な
声
を
出

し
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
み
な
さ
ん
本

当
に
い
い
笑
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
人
が
寄
る
こ
と
、
声
を
出
す
こ
と
、

体
を
動
か
す
こ
と
。
こ
の
3
つ
は
健
康

長
寿
の
秘
訣
で
も
あ
り
、
村
を
活
気
づ

か
せ
る
最
高
の
ア
イ
テ
ム
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
一
緒
に
マ
レ
ッ
ト
を
楽
し
み
た

い
方
は
、
土
曜
日
午
後
4
時
に
横
倉
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
。」
と
愛
好
会
の

方
は
言
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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い
よ
い
よ
栄
村
歴
史
文
化
館
「
こ
ら
っ

せ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
開
館
式
は
午

前
10
時
か
ら
。
夏
バ
テ
防
止
に
も
っ
て
こ

い
の
甘
酒
と
昔
懐
か
し
い
金
つ
ば
焼
き
で

皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
栄
村
公
民
館
で
は
、
栄
村
に
伝
わ
っ
て

き
た
味
を
後
世
へ
と
伝
え
る
べ
く
甘
酒
講

座
と
お
ま
つ
り
ご
っ
つ
ぉ
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
甘
酒
づ
く
り
講
座
に
は
、
20
代

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
の
14
名
が
参
加
し
、

甘
酒
を
仕
込
む
だ
け
で
な
く
、
講
師
の
桑

原
千
恵
さ
ん
（
森
）
と
宮
川
隆
子
さ
ん
（
箕

作
）
に
事
前
に
仕
込
ん
で
い
た
だ
い
た
「
固

づ
く
り
」
と
「
柔
ら
か
づ
く
り
」
の
試
飲

会
や
、
麹
で
麹
を
増
や
す
方
法
の
研
究
を

8
月
6
日
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
!!

し
ま
し
た
。
試
飲
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

持
ち
寄
っ
た
自
作
の
漬
物
が
並
び
「
こ
れ

は
な
じ
ょ
し
て
つ
け
ら
ん
」
と
い
つ
の
間

に
か
漬
物
の
試
食
会
に
…
。
さ
ら
に
「
昔
、

夏
の
甘
酒
に
漆
を
入
れ
て
い
た
」「
漆
に

か
ぶ
れ
る
と
、
甘
酒
を
持
っ
て
漆
の
木
に

供
え
た
」
な
ど
、
漆
と
甘
酒
に
何
ら
か
の

関
係
が
あ
っ
た
事
を
知
り
ま
し
た
。
漬
物

に
甘
酒
に
言
い
伝
え
に
、
一
つ
の
講
座
で

3
つ
の
得
を
し
た
講
座
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
お
ま
つ
り
ご
っ
つ
ぉ
講
座
で
は
、

平
成
20
年
に
栄
村
食
文
化
レ
シ
ピ
編
集
委

こらっせ
 通信
こらっせ
 通信
こらっせ
 通信

員
会
の
皆
さ
ん
で
出
版
し
た
「
ば
あ

の
ご
っ
つ
ぉ
う
ん
め
ぇ
の
し
」
を
教

科
書
に
、
エ
ゴ
や
い
も
な
ま
す
、
み
ょ

う
が
の
酢
漬
け
、
ゼ
ン
マ
イ
の
姿
煮
、

赤
飯
の
5
品
を
作
り
ま
し
た
。
講
座

で
は
、
赤
飯
を
炊
く
と
き
に
ふ
っ
く

ら
さ
せ
る
方
法
や
い
も
な
ま
す
を
し
ゃ

き
し
ゃ
き
に
作
る
方
法
等
、
教
科
書

に
は
載
っ
て
い
な
い
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら

は
「
赤
飯
は
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」「
料
理
も
勉
強
に
な
る
け
ど
、

こ
う
や
っ
て
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

楽
し
い
」
等
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
頃
、
住
民
の
有
志

で
「
お
ふ
く
ろ
の
味
研
究
会
」

が
栄
村
に
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

の
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
、
村
内

各
地
を
歩
き
回
っ
て
郷
土
料
理

の
作
り
方
を
教
わ
り
、
尺
貫
法
を
グ

ラ
ム
に
直
し
た
り
、
レ
シ
ピ
を
ま
と

め
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
郷
土

料
理
教
室
の
講
師
で
あ
る
桑
原
千
恵

さ
ん
（
森
）
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
を
さ
れ
た
一
人
で
す
。
昔
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
郷
土
の
味
を
伝

え
る
こ
と
は
そ
の
背
景
に
あ
る
食
材

の
調
達
や
下
ご
し
ら
え
等
暮
ら
し
の

ス
タ
イ
ル
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
栄
村
公
民
館
で

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
を

　
　
　
　
　  

伝
え
て
い
き
ま
す

は
、
こ
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
暮
ら
し

や
知
恵
を
後
世
へ
と
伝
承
す
る
と
と
も
に
、

「
栄
村
ら
し
さ
」
を
追
求
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
ら
っ
せ
は

『
栄
村
ら
し
さ
』
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た

と
こ
ろ
」
と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
地
の
暮

ら
し
を
研
究
し
、
寄
合
い
、
笑
い
あ
い
、

こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
し・

・

・
く
み
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
こ
ら
っ

せ
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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八
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
六
日
に
栄
村
歴

史
文
化
館
「
こ
ら
っ
せ
」
が
開
館
と
な
り
ま

す
。
五
年
前
の
栄
村
大
震
災
で
レ
ス
キ
ュ
ー

し
た
民
具
や
古
文
書
を
旧
志
久
見
分
校
の

校
舎
に
運
ん
だ
の
は
、
や
は
り
八
月
の
こ
と

で
し
た
。
ま
だ
工
場
設
備
が
そ
の
ま
ま
だ
っ

た
校
舎
は
民
具
や
古
文
書
の
整
理
や
掃
除
な

ど
の
場
所
に
な
り
、
時
に
は
昔
の
よ
う
に
小

学
校
の
児
童
た
ち
を
迎
え
て
、
改
め
て
人
の

集
ま
る
場
所
と
し
て
息
を
吹
き
返
し
、
「
こ

ら
っ
せ
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
「
こ

ら
っ
せ
」
に
は
、
気
軽
に
行
け
て
、
現
在
・

過
去
・
未
来
に
関
わ
る
「
面
白
い
こ
と
」
が

た
く
さ
ん
あ
る
場
所
に
な
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
、
祝
い
事

に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
見
た
い
と
思

い
、
島
田
家
に
伝
わ
る
婚
礼
に
関
す
る
古
文

書
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木努（通称:ど先生）
イラスト作成:佐藤洋平

『
江
戸
時
代
の
嫁
入
り
〜
野
々
海
の
近
迎
え
〜

』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜  

其
の
十
七

村
東
部
谷
の
民
俗
』（
平
成
四
年
）
に
も

婚
礼
の
「
チ
カ
ム
カ
エ
」
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。「
チ
カ
ム
カ
エ
」
の
場
所
は

両
家
の
中
間
か

村
境
に
な
る
こ

と
が
多
く
、「
チ

カ
ム
カ
エ
」
の

場
所
で
両
家
が

顏
合
わ
せ
を
し
、

嫁
側
か
ら
婿
側

に
荷
物
を
引
き

渡
し
、
お
酒
の

振
舞
い
が
あ
り

ま
す
。
嫁
側
の

親
類
や
ニ
シ
ョ

イ
の
人
足
が
付

き
添
う
の
は
そ

こ
ま
で
で
、
迎

え
の
人
に
後
を

托
し
、
戻
っ
て

行
き
ま
し
た
。

嫁
側
か
ら
婿
側

へ
の
境
目
に
も

な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
こ
の
文
久
二
年
の
婚
礼
で
は
、
近
迎

え
の
場
所
を
野
々
海
池
に
す
る
取
決
め

で
し
た
。
嫁
ぎ
先
の
菖
蒲
村
へ
は
野
々

海
峠
ま
た
は
深
坂
峠
を
越
え
て
行
く
の

で
、
ち
ょ
う
ど
良
い
場
所
で
し
ょ
う
。

嫁
に
行
く
人
は
駕
籠
に
乗
っ
て
い
っ
た

　
江
戸
時
代
に
箕
作
村
か
ら
越
後
国
頸く

び

城き

郡
菖
蒲
村
（
現
在
の
上
越
市
）
へ
嫁

入
り
し
た
方
が
い
た
よ
う
で
、
先
方
の

仲
人
が
島
田
家
に
、
近
々
行
わ
れ
る
婚

礼
に
つ
い
て
引
出
物
や
日
取
り
、
手
順

の
確
認
の
た
め
に
書
き
送
っ
た
の
が
、

今
回
紹
介
す
る
古
文
書
で
す
。
横
帳
の

形
を
し
て
お
り
、
八
月
二
〇
日
付
け
と

あ
っ
て
年
紀
は
記
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
来
る
閏
八
月
の
内
に
日
取
り
を
決
め
た

い
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
に
閏
八
月
が
あ
る
の
で
、

こ
の
年
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に

同
年
二
月
に
は
将
軍
家い

え
も
ち茂
と
和か

ず
の
み
や宮
の
婚

儀
が
あ
り
ま
し
た
。

　
仲
人
か
ら
島
田
家
へ
の
主
な
相
談
事

は
「
近
迎
え
」
の
や
り
方
で
し
た
。
昔

は
遠
方
の
客
や
帰
郷
す
る
知
人
を
遠
く

ま
で
出
迎
え
に
行
く
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
汽
車
の
時
代
に
な
っ
て
も
明

治
の
頃
は
一
駅
二
駅
手
前
で
出
迎
え
を

し
、
一
緒
に
乗
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
近
迎
え
」
と
い
い

ま
す
。
も
う
廃す

た

れ
た
習
慣
で
す
が
婚
礼

で
は
長
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、『
栄

よ
う
で
す
が
、
野
々
海
池
ま
で
の
坂
道

を
駕
籠
に
乗
っ
て
は
登
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
、
白
鳥
の
上
か
ら
大
清
水
（
野
々

海
池
の
こ
と
か
）
ま
で
は
人

足
が
背
負
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
野
々
海
池
で
は
婿

側
の
迎
え
駕か

ご籠
と
馬
、
そ
れ

に
ニ
シ
ョ
イ
の
人
足
が
待
っ
て

る
の
で
す
が
、
仲
人
は
迎
え

の
人
足
を
何
人
連
れ
て
行
け

ば
よ
い
か
相
談
し
て
い
ま
す
。

人
数
は
振
舞
い
物
の
量
に
も

関
わ
り
、
仲
人
は
婿
側
か
ら

赤
飯
六
、七
升
と
酒
五
升
を
用

意
す
る
の
で
島
田
家
も
同
様

に
し
て
欲
し
い
と
伝
え
て
い

ま
す
。
彼
の
心
積
も
り
で
は

人
足
が
両
方
で
六
十
人
位
な

の
で
、
こ
れ
く
ら
い
で
足
り

る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。

当
日
に
な
れ
ば
見
物
人
も
い

た
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
の
日

の
野
々
海
池
に
は
百
人
近
い

人
で
賑
わ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
帳
面
が
書
か
れ
た
翌

日
の
八
月
二
一
日
に
神
奈
川
で
生
麦
事

件
が
起
き
ま
す
。
幕
末
に
向
か
っ
て
世

間
は
騒
然
と
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
代
で
し
た
が
、
翌
月
に
行
わ
れ

た
は
ず
の
婚
礼
の
日
ば
か
り
は
、
誰
も

が
祝
い
酒
に
酔
い
し
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲島田汎家文書より
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9月
お盆が過ぎれば秋の
花。ハギの花やツリ
フネソウなど、お彼
岸の季節を感じさせ
る花が咲き、ほおず
きなどが実ります。
（開花する植物30
種程度）

8月
8月は花ざかり。ユ
リ科等の大輪の花
やオミナエシといっ
た盆花が植物園を
彩ります。（40種程
度）

①住居のふち②囲炉裏跡
③入口

植物園の見ごろ東部谷めぐり
　北野天満温泉の駐車場奥にある栄村自然植物
園。お風呂上りに立ち寄って見てはいかがですか？

　6月29日(水)公民館講座「村内めぐり～東部
谷編～」を開催し、栄村に暮らしていてもなか
なか知ることのできない、栄村の魅力ある資源
を探索してきました。苗場山麓ジオパークのジ
オサイト3か所、栄村「地域の宝」の4か所を中
心に、自然環境が豊かであるからそこ生息する
希少動植物の生息地や東部谷集落を回り、参加
者からは「栄村の新たな発見が出来て楽しかった」

「他のエリアもめぐってみたい」等のお言葉をい
ただきました。次回は9月14日(水)、秋山をめ
ぐります。詳細は告知放送でお知らせします。 ナンテンハギ

シナイモツゴの池にて

❶

❷

❸

オミナエシ

　
6
月
に
開
始
し
た
ひ
ん
ご
遺
跡
発
掘
調
査
。

今
年
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
土
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
7
月
末
現
在
で
、
石
器
や
土
器
、
土
偶

の
破
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
昔
の

人
が
生
活
し
た
痕
跡
を
遺
構
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
現
段
階
で
次
の
物
が
出
土
し
ま

し
た
。

○
竪
穴
式
住
居
跡
　
　
　
　
　
3
軒

○
敷
石
住
居
跡
　
　
　
　
　
　
1
軒

○
配
石
遺
構
　
　
　
　
　
　
　
1
基

○
焼
土
跡
・
炭
化
物
集
中
　
　
27
基

○
土
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
93
基

　
時
代
は
縄
文
中
期
（
5
0
0
0
年
前
）

か
ら
後
期
（
4
0
0
0
年
）
の
も
の
が
多
く
、

土
器
に
お
い
て
は
火
焔
型
土
器
と
み
ら
れ

る
破
片
も
出
土
し
ま
し
た
。
今
後
の
調
査

で
さ
ら
に
出
土
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
発
掘
現
場
へ
行
く
と
、
み
な
さ
ん
い
き

い
き
と
し
た
表
情
で
会
話
を
弾
ま
せ
な
が

ら
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
分
が
担
当
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
珍
し
い
も
の
が
出
土
す
る
と
、
そ
の
人

は
突
然
会
話
を
や
め
て
静
か
に
な
る
そ
う

で
す
。「
珍
し
い
も
の
が
出
た
時
は
う
れ
し

い
け
ど
、
慎
重
に
掘
り
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
と
て
も
神
経
を
使
う
。
け
れ

ど
刷
毛
で
土
を
落
と
し
て
、
そ
れ
が
き
れ

い
に
出
て
き
た
時
は
最
高
に
う
れ
し
い
よ
。」

と
桜
沢
裕
隆
さ
ん
。
出
ま
す
よ
う
に
、
出

ま
す
よ
う
に
…
と
祈
り
な
が
ら
掘
り
進
め

る
と
遺
物
が
出
土
す
る
そ
う
で
す
。「
土
器

を
掘
り
な
が
ら
、
こ
れ
は
ど
ん
な
模
様
だ

ろ
う
と
想
像
が
膨
ら
み
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
作
業
を
し
て
い
る
」
と
桜
沢
ハ
ル
ヨ
さ

ん
。
炎
天
下
の
中
の
地
道
な
作
業
は
決
し

て
楽
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
作
業
員

の
皆
さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
と
と
て
も
い
い

雰
囲
気
の
中
で
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
綿
田
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

期
日
：
平
成
28
年
8
月
27
日（
土
）予
定

場
所
：
平
滝
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
悠
前

※
時
間
等
詳
細
は
告
知
放
送
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

ひ
ん
ご
遺
跡
現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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　「
せ
っ
つ
ぇ
も
ん
」
と
は
栄
村
の
方
言

で
「
自
家
用
野
菜
」
の
こ
と
を
さ
す
言

葉
で
す
。
津
南
町
や
十
日
町
一
帯
で
使

わ
れ
、
飯
山
に
入
る
と
あ
ま
り
使
わ
れ

な
く
な
り
ま
す
。
松
本
・
佐
久
、
関
東

方
面
で
は
「
せ
ん
ぜ
」
あ
る
い
は
「
せ

ん
ぜ
い
」
と
言
わ
れ
、
宅
地
と
地
続
き

の
菜
園
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
元
々
は
「
前
栽
」（
せ
ん
ざ
い
）
と
い
っ

て
、
草
木
を
植
え
こ
ん
だ
庭
の
こ
と
を

言
い
、
日
本
国
語
大
辞
典
で
は
、「
前
栽

物
（
前
菜
物
）
そ
こ
で
採
れ
た
野
菜
そ

の
も
の
の
意
味
。
地
方
に
よ
っ
て
は
、

庭
を
指
す
と
こ
ろ
、
家
の
近
く
の
野
菜

畑
を
指
す
と
こ
ろ
、
野
菜
そ
の
も
の
を

指
す
地
方
も
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
せ
ん
ざ
い
も
の
」
が
、「
せ

ん
ぜ
も
ん
」
→
「
せ
っ
つ
ぇ
も
ん
」
と

な
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
栄
村
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
せ
っ
つ
ぇ

も
ん
畑
に
様
々
な
野
菜
や
花
を
植
え
、

夏
野
菜
に
始
ま
り
、
越
冬
野
菜
ま
で
を

育
て
、
盆
や
彼
岸
、
日
常
の
生
け
花
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
季
節
に
な
る
と

せ
っ
つ
ぇ
も
ん
畑
は
収
穫
の
時
期
迎
え
ま
す
。

村
内
各
地
で
は
鳥
獣
に
野
菜
を
や
ら
れ
ま

い
と
、
ネ
ッ
ト
や
電
柵
を
張
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
に
対
策
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、「
ネ
ッ

ト
を
張
っ
て
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
ら
、
土
の

中
の
も
ぐ
ら
に
や
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
悔

し
い
声
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。　

　
毎
年
サ
ル
や
熊
に
畑
を
荒
ら
さ
れ
て
い

て
も
、
作
る
こ
と
を
辞
め
ず
、
知
恵
を
絞
っ

て
必
死
に
野
菜
を
守
る
村
民
の
姿
。
そ
の

背
景
に
は
子
や
孫
の
存
在
が
あ
る
よ
う
で
す
。

年
輪
の
取
材
に
伺
う
と
ほ
と
ん
ど
の
方
が

「
腰
が
痛
か
っ
た
り
足
が
痛
か
っ
た
り
す
る

け
ど
、
子
ど
も
や
孫
が
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

野
菜
あ
り
が
と
う
』『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
野

菜
お
い
し
い
』
と
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
う
れ

し
く
て
作
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
で
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
除
草
剤
を
撒
か
ず
に
ひ
た
す
ら

鎌
で
草
を
取
り
、
せ
っ
つ
ぇ
も
ん
畑
と
向

き
合
う
、
そ
ん
な
姿
を
方
々
で
見
か
け
ま
す
。

　
最
近
は
、
道
の
駅
や
直
売
所
も
で
き
、

作
っ
た
作
物
を
気
軽
に
販
売
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
つ
ぇ
も
ん
畑
で
培
わ

れ
た
栽
培
技
術
を
活
か
し
、
自
慢
の
農
産

物
で
少
し
ず
つ
で
も
現
金
収
入
が
得
ら
れ
、

自
分
や
孫
の
小
遣
い
に
と
張
合
い
も
増
え

ま
し
た
。
環
境
・
景
観
保
全
、
健
康
・
生

き
が
い
、
収
入
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
一
石
何
鳥
に
も
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
村
外
の
人
に
「
栄
村
」
の

印
象
に
つ
い
て
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

雪
の
多
さ
。
山
の
中
。
遠
く
不
便
。
と
い
っ

た
負
の
印
象
の
他
に
、
自
然
豊
か
。
村
人

が
温
和
で
正
直
。
お
人
よ
し
が
多
い
。
と

い
っ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
褒
め
言
葉

と
い
う
よ
り
、
騙
し
や
す
い
と
言
わ
ん
ば

か
り
の
（
筆
者
の
勝
手
な
解
釈
）
お
言
葉

を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

栄
村
の
田
ん
ぼ
の
畔
の
き
れ
い
な
こ
と
を

称
賛
す
る
人
が
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
と
愛

情
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
良
く
も
悪
く
も
せ
っ
か

く
の
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
な
い
手

は
な
い
と
思
い
ま
す
。「
栄
村
ら
し
さ
」

を
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
、
同
じ
も
の
が
あ
っ

た
ら
迷
わ
ず
栄
村
産
品
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
、「
あ
の
人
た
ち
の
仕
事
な

ら
間
違
い
な
い
」
と
買
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
正
直
に
そ
の
「
物
」
が
棚
に

並
ぶ
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
切
に
す

る
こ
と
や
本
物
の
栄
村
ら
し
さ
を
取
り

戻
す
研
究
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

せ
っ
つ
ぇ
も
ん
畑
か
ら

　
　
　
　
　  
見
え
て
く
る
も
の



　

な
ん
と
い
っ
て
も
山
崎
豊
子
著
の

作
品
で
す
。
大
地
の
子
、
二
つ
の
祖

国
、
沈
ま
ぬ
太
陽
、
不
毛
地
帯
、
白

い
巨
塔
…
ど
れ
を
と
っ
て
も
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
、
読
ん
で
い
る
と
き

は
ま
る
で
自
分
が
今
そ
の
現
場
に
い

て
、
そ
の
情
景
を
見
聞
き
し
て
い
る

よ
う
な
臨
場
感
と
迫
力
、
そ
の
繊
細

な
描
写
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。
読
み

終
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
も
っ
た
い
な

く
て
、
毎
日
数
ペ
ー
ジ
づ
つ
楽
し
み

に
読
み
進
め
る
、
そ
ん
な
山
崎
作
品

で
す
。
そ
の
裏
に
は
何
年
も
構
想
を

温
め
続
け
て
、
そ
し
て
何
年
も
何
年

も
、
緻
密
な
取
材
を
繰
り
返
し
て
、

で
き
あ
が
っ
た
作
品
だ
か
ら
こ
そ
の

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に「
二
つ
の

祖
国
」の
中
国
で
の
現
場
取
材
は
政

治
的
な
も
の
か
ら
、
特
に
困
難
を
き

わ
め
、
何
回
も
中
国
に
足
を
運
ん
だ

よ
う
で
す
。

　

た
い
て
い
の
作
品
に
は
実
在
の
モ

デ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
を
綿
密
に
練
り

上
げ
て
作
り
だ
さ
れ
た
作
品
だ
か
ら

こ
そ
の
臨
場
感
で
す
。
読
み
終
わ
っ

た
と
き
の
心
の
底
か
ら
、
い
い
本
を

読
ん
だ
な
～
と
い
う
思
い
が
湧
い
て

く
る
作
品
ば
か
り
で
す
。

　

今
、「
沈
ま
ぬ
太
陽
」が
Ｗ
Ｏ
Ｗ 

Ｗ

Ｏ
Ｗ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
航

ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
の
背
景
に
は
、
そ

れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
リ
ス
ク
が
あ
り
、

小
さ
な
事
故
を
隠
ぺ
い
し
、
改
善
し

な
か
っ
た
た
め
に
お
き
た
大
事
故
。

大
事
故
を
起
こ
す
ま
で
に
は
、
小
さ

な
事
故
の
積
み
重
ね
、
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
の
法
則
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

5
年
前
の
福
島
の
原
発
事
故
に
も
、

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
と
あ
い
通
ず

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

山
崎
豊
子
作
品
に
は
、
絶
え
ず
社

会
の
一
人
ひ
と
り
に
、
そ
の
生
き
方

で
い
い
で
す
か
、
と
い
う
こ
と
を
問

い
続
け
て
い
る
作
品
で
は
な
い
か
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。（
邦
江
）
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期
日
：
9
月
18
日（
日
）

時
間
：
9
時
受
付
開
始

会
場
：
佐
久
平
佐
久
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
：

　
午
前
：
意
見
発
表（
県
教
組
、
飯
山
・

栄
母
親
連
絡
会
他
9
団
体
）

　
　
　
　
分
科
会（
①
楽
し
く
親
子
リ

ズ
ム
②
歌
声
は
平
和
の
力
）

　
　
　
　
見
学
分
科
会（
貞
祥
寺
他
3

か
所
）

　
午
後
：
記
念
講
演（「
平
和
の
タ
ネ
を

広
げ
る
た
め
に
今
伝
え
た
い

こ
と
」講
師
菅
原
文
子
）

送
迎
バ
ス
に
つ
い
て

　
集
合
場
所
：
栄
村
役
場

　
出
発
時
間
：
6
時
20
分

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　
広
瀬
美
幸（87-2261

）ま
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。

栄
村
図
書
室（
役
場
2
階
）

開
館
時
間

平
日
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

土
・
日
／
午
前
9
時
～
正
午

　
今
年
の
大
会
は
9
月
18
日
佐
久
平
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
2
0
0
3

年
栄
村
で
、
栄
村
と
栄
村
教
育
委
員
会
の

後
援
で
全
県
か
ら
9
0
0
名
の
参
加
で
大

盛
会
と
な
り
、
当
時
の
村
長
髙
橋
彦
芳
さ

ん
に
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う
演
題
で
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は
生
命
を
育
て
、

生
命
を
守
る
事
を
望
み
ま
す
」

　
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

　
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
と
地
域
で
職
場
で

母
親
女
性
の
願
い
を
語
り
合
い
、
歩
み
続

け
て
き
ま
し
た
。
昨
年
強
行
成
立
し
た
安

保
法
は
い
よ
い
よ
執
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
だ
れ
の
子
も
殺
さ
せ
な
い
」
と
い
う
マ
マ

の
会
な
ど
の
若
い
世
代
の
熱
い
願
い
と
重

な
り
母
親
大
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
意
見
発
表
と
分
科
会
、
見
学

分
科
会
を
行
い
、
午
後
は
全
体
集
会
、
記

念
講
演
の
講
師
は
辺
野
古
基
金
共
同
代
表

横
倉
　
広
瀬
美
幸

第
59
回
長
野
県
母
親
大
会
情
報

の
菅
原
文
子
さ
ん
（
故
・
菅
原
文
太
さ
ん

の
奥
さ
ん
）
で
す
。
母
親
大
会
は
誰
で
も

参
加
で
き
る
大
会
で
す
。
厳
し
い
情
勢
の

時
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
こ
と
、
暮
ら

し
の
こ
と
、
教
育
の
こ
と
、
平
和
の
こ
と
な

ど
、
悩
み
や
願
い
を
持
ち
寄
っ
て
本
音
で

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
元
気
や
勇
気
を
も

ら
え
る
大
会
に
な
る
よ
う
に
声
を
掛
け
合
っ

て
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

寄
稿
文
や
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す

第
59
回
長
野
県
母
親
大
会
に
つ
い
て
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髙橋稔さん・咲江さん宅（青倉）

中村敏二　長瀬（87歳）
①
赤
沢
生
ま
れ
。
戦
争
中
だ
っ
た
た
め
16
歳
で
海
軍
に
志
願
し
、
滋
賀
県
の

予
科
練
生
と
し
て
訓
練
し
て
い
た
が
、
終
戦
に
な
っ
た
た
め
半
年
で
実
家

に
戻
っ
た
。
22
歳
で
結
婚
し
長
瀬
へ
。
電
話
の
交
換
や
電
報
の
配
達
員
と

し
て
勤
め
、
各
家
庭
に
電
話
が
普
及
し
て
か
ら
は
、
大
工
を
し
な
が
ら
電

報
の
配
達
を
し
て
い
た
。
今
住
ん
で
い
る
家
も
自
分
で
建
て
た
。

②
先
妻
の
電
報
配
達
を
引
き
継
い
だ
こ
と
で
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ
き
、
夫
婦

で
皇
居
へ
案
内
さ
れ
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
。
日
本
の
各
地
や
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
等
海
外
へ
旅
行
へ
行
っ
た
時
は
楽
し
か
っ
た
。

③
妻
の
看
病
を
し
な
が
ら
、
毎
日
の
温
泉
や
冬
の
藁
細
工
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

①
暮
坪
生
ま
れ
。
13
歳
か
ら
5
年
間
、
お
じ
さ
ん
の
子
ど
も
の
子
守
を
す
る

た
め
に
東
京
で
過
ご
し
た
。
終
戦
後
長
瀬
へ
嫁
い
だ
が
、
夫
が
早
く
に
亡

く
な
っ
た
た
め
、
4
人
の
子
ど
も
を
義
母
に
預
け
て
冬
の
出
稼
ぎ
へ
行
っ

た
。
長
瀬
に
学
校
が
で
き
て
、
給
食
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
給
食

調
理
員
と
し
て
勤
め
、
そ
の
後
き
の
こ
生
産
も
し
た
。

②
女
の
子
が
生
ま
れ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
き
の
こ
を
し
て
い
る
と
き
に

原
向
の
畑
で
野
菜
作
り
を
し
た
と
き
は
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
。
給
食

調
理
員
の
夏
休
み
の
旅
行
は
楽
し
か
っ
た
。

③
家
の
前
で
腰
か
け
て
近
所
の
人
と
話
を
す
る
こ
と
や
、
孫
や
ひ
孫
に
会
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

齋藤けさの　長瀬（89歳）

年輪　（141）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

齋藤とら　長瀬（89歳）
①
長
瀬
生
ま
れ
。
3
姉
妹
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
長
瀬
に
あ
っ
た
中
部
電

力
の
社
宅
の
賄
と
し
て
働
い
た
。
23
歳
の
時
に
結
婚
。
苦
労
も
あ
っ
た
が

毎
日
が
楽
し
か
っ
た
。
嫁
に
行
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
が
、
婿
を
と
る

と
7
つ
の
福
が
あ
る
と
親
に
言
わ
れ
、
今
日
ま
で
生
き
て
い
る
。

②
老
人
ク
ラ
ブ
や
友
の
会
で
旅
行
へ
行
っ
た
時
は
楽
し
か
っ
た
。
今
は
子
ど

も
が
温
泉
や
旅
行
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

③
友
達
が
い
な
く
な
っ
て
さ
み
し
い
が
、
息
子
が
来
て
草
刈
り
を
し
て
く
れ

た
り
娘
が
近
く
に
い
て
、
毎
日
の
よ
う
に
来
て
う
ち
の
事
を
し
て
く
れ
た

り
す
る
の
で
こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。本
当
に
あ
り
が
た
い
。

人
生
い
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
孫
や
ひ
孫
が
い
て
幸
せ
だ
。

あぐりちゃん（5さい）

夏休みに

ランドセルを買うのを

楽しみにしています
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　第1回飯高祭が無事に終わりました。2816名もの
方々に来校していただきとても驚いています。新
しい体育館ができ、今までは入りきらなかった保
護者の方々が全クラスの合唱を聞くことができる
ようになり、拍手がいつもより大きく聞こえました。
合唱、クラス展示ともに前年よりクラスのみんな
と協力し、練習にも励み、すばらし
い文化祭になりました。それがこの
大勢の方々が来校してくださった理
由だと思います。
　来年もぜひお越しください。
広瀬竜也さん（16歳）　森

　栄村の生活も丸4年になりました。家族、近所の
方々に支えられながら子育てとフルタイムの仕事の
生活に日々奮闘しています。私の実家も自然豊かな
所ですが栄村はそれ以上に自然に囲まれていて、子
どもを育てるのには適していると感じています。栄
村の行事や風習に対してまだまだ不慣れではありま

すが徐々に慣れていきたいです。子
どもの保育園のお友達やそのママ友
達とも親交があり、支えられています。
栄村の方々との繋がりを大切にし、
子ども共々日々成長していきたいです。
久保田歩

あ き
希さん（29歳）　箕作

　
あ
つ
い
戦
い
の
参
院
選
挙
も
終
わ
り

ま
し
た
。
憲
法
改
正
に
T
P
P
と
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
71
年
前

の
あ
の
暑
い
夏
の
日
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
村
は
今
年
村
政

60
年
目
、
村
の
人
口
減
少
は
ど
ん
ど
ん

進
み
、
こ
れ
か
ら
先
の
減
少
も
目
に
見

え
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か
「
子
ど
も
た

ち
の
声
が
聞
こ
え
る
村
」
に
本
気
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
暑
い
夏
、

皆
さ
ん
体
調
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　  

邦

編
集
後
記

8月・9月公民館講座の
お知らせ
○ばあのごっつぉ第2弾!!
　季節は違うけど、ちまきを作ります♪なすのいこみ
煮、ざっこくびらも作ります。
日　時：8月31日（水）午前9時～
会　場：栄村歴史文化館「こらっせ」
参加費：700円

○ブラックバス釣り大会!!
　河川の生態環境を破壊するブラックバスを駆除し
よう!!親子参加も大歓迎♪
日　時：9月4日（日）午前9時～
会　場：箕作公民館
参加費：200円

○村内めぐり ～秋山郷編～
　栄村の魅力をご紹介します。
日　時：9月14日（水）午前9時～
集合場所：栄村歴史文化館「こらっせ」前
参加費：1,000円（保険、昼食代含む）

祝！村制60周年記念
第38回栄村総合文化祭
期日：平成28年10月30日(日)
開会：午前9時30分
会場：栄村役場

今年の文化祭は収穫祭との合同開催!60
年を祝して、村民みんなで文化祭を盛
り上げよう！展示、ステージ発表だけ
でなく、いろいろなことを企画中です。
村民の皆さん、ご協力をお願いします！
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